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は　じ　め　に

　ニイデの町は、現在のトルコ共和国の領土の大半を形成するアナトリア（13－15世紀当時

の一般的な呼称は「ルーム」）の中央部東南寄りにあり、東西二つの山塊に挟まれた、標高

1,200 m を超えるなだらかな丘陵地帯に位置している。町の西方30kmほどのところを、トル

コ共和国の首都アンカラから地中海側の主要都市であるアダナヘ通じる国道が走っており、ま

たこの町の北方には、奇岩が林立する独特の景観で有名な観光地であるカッパドキヤ地方かお

る。南方には中央アナトリアと地中海岸地域を隔てる、最高峰は標高3,500 m を超えるトロス

山脈が東北から西南方向に横たわり、冬季には真白に冠雪した雄大な姿が望まれる。

　現在のニイデの町は、同名のニイデ県の中心地で、人口約10万人、アナトリア中央部の大

都市であるコンヤとカイセリの中間に位置する地域の中心として大学も設置されている。アナ

トリアの他の諸都市と同じく、この町も古い歴史を持つが、現在の状況に直接の歴史的なつな

がりを持つ、ムスリムであるトゥルク人（筆者は「トゥルク」という表現を現在の「トルコ」

よりも広い範囲をさす民族名称として使用している。すなわち、「トゥルク」とは、現在の

∩りレコ」をそのうちに含む「トゥルク系諸民族」の汎称である。それに対して、筆者の使用

する「トルコ」とは、現在のトルコ共和国とそこに住む「トルコ人」のことである。）がこの

地域に居住することになったのは、西暦11世紀後半のセルジュク（セルジューク）朝のアナ

トリア進出時代以来のことである。

　本稿では、現在ニイデの町に残存する、西暦13－15世紀に作られた９点のアラビア文字碑
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文(１点は木製ミンバルの銘文)を紹介し、それらがどのような歴史的な背景の下に作られた

のかを検討してみたい。筆者は、2000年３月15日と2001年３月16～18日の２度、ニイデ

の町を訪れて碑文の現物を確認し、調査した。その後、これらの碑文の一部が、Albert

Gabriel, Monuments Turcs d'Anatolie, Tome Premier, Kayseri～Nigde，Paris, 1931.や

Mehmet Ozkarci, Nigde'de Tiirk Mimarisi, Ankara, 2001.に紹介・引用されていることを

知った。この２冊の研究書は、主として建築学の観点から、図面や写真を多用しながら、ニイ

デの歴史的な建築物を紹介・研究したもので、建物の創建された由来を解説する中で現存する

碑文の解読が試みられている。それら先行研究の成果も参考としながら、アナトリアのトゥル

ク民族史を専攻する筆者自身の立場から、歴史的に重要な碑文の紹介をおこなうこととした。

ニイデ市内にある、13 －15 世紀の、歴史的に重要な碑文

　現在のニイデの町の中心部には、南北方向に小高い丘陵かおり、その上には城塞跡かおる。

トルコ語ではカレまたはイチ・カレと呼ばれるこの部分は、かつて町の軍事的、政治的な中心

であったと思われるが、現在は、北端に時計塔がそびえる石造の城塞建造物が残っている他は、

樹木が植えられた公園になっている。南側には、セルジュク朝時代に造られた、通称アラー

ウッディーン・ジャーミウ（後述）かおるが、その周辺は民家が建てられている。以下に紹介

する歴史的な碑文を有する建築物は、すべてこの城塞跡とその西側に広がる旧市街地に点在し

ており、建物の外観を見るだけなら、徒歩で30分以内で廻れるような距離にある。碑文が作

られたと思われる時代順に、以下、具体的な碑文の紹介をおこなう。

①　通称アク・メドレセの前庭に置かれていた碑文（写真Ｉ）

　アク・メドレセは、15世紀のカラマン・ベイリク時代に造られた、ムスリムの学生に宗教

教育をおこなうための教育機関であるマドラサ（アクはトルコ語で「白い」の意味、メドレセ

は、マドラサのトルコ語での発音）であった。　この建物自体にも歴史的に重要な碑文（後述

⑧）が残されているが、建物は現在、ニイデの大学の文化センターになっており、筆者が訪れ

た時にも楽器を抱えた学生たちが出入りしていた。この建物の前庭には、本来博物館に収蔵す

べき碑文などが無造作に並べられており、ここで紹介するアラビア文字５行分の碑文

（C〉zkarciによれば、博物館登録番号:1258）もそれらの中にあったものである。以下、碑文

のアラビア文字原文、日本語訳、解説の順に内容を紹介していく。（原文中の縦線は原文中で

の改行を表わす。訳文中で　　は固有名詞、　　はそれに付けられた修飾句、　　は讃辞を

表わしている。また、【】内は原語のカタカナ表記を、Ｏ　内は原文を補足したことを、それ

ぞれ示している。）
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写真１

(アラビア文字の原文)
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(日本語訳)

慈悲深く、慈愛遍ねき神の御名において。この建物【イマーラ】は、偉大なスルターン、最大

のシャーバンシャーフ、諸民族の奴隷の所有者、アラブとアジャムのスルターン（たち）の主

一一一一一一一一一一一一-一一一一----一一一一一----一一一一一一一一一----一一一一一一一一---一一一一一一一一一一--一一--一一一一一一一一-

人、陸と海の所有者、勝利者であるスルターン、アブルファトフ・カイカーウス・ブン･ｶｲ

一-一一一一一一一-一一一一一--一一一一一一一一--一一一一一一一一一一一一一--

ﾎｽﾛｳ、信者たちの（長の）明証、の御世に造られた。

-　･-一一---一一------一一--一一

（解説）

　この碑文は、上述のOzkarciの書物182頁にテクストが載せられているが、そのテクスト

には５ヶ所の解読ミスがある。年代の記述がなく、また碑文のみが残存して、それが付せられ

ていた建物は失われている。　内容は、ルーム・セルジュク朝の「偉大なスルターン、最大の

シャーバンシャーフ（ペルシア語で「王中の王」を意味する）」であるカイカーウス１世（在

位1211－20）時代の建物（イマーラ）の建設についてであるが、その建物がいかなるもので

あったのかは分からない。マスジド（ﾈL拝所）やマドラサ（学校）、マクバラ、トゥルバ（墓

廟）バーン（隊商宿）、ハンマーム（公衆浴場）などの場合は、それと明記されるのが普通な

ので、それ以外の何らかの世俗的な建造物に付せられていたのかもしれない。イマーラ（イ

マーレト）という用語は後のオスマーン朝時代になると、貧民のためのスープ配給所のような

－３－
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福祉施設を意味するようになるが、セルジュク朝時代にもそのような意味があったかどうかは

文献上で確かめられない。

　この碑文には、アラビア語の文法上、正書法上の誤りや単語の欠落が６箇所見られる。ま

ず、「御世」と訳した原語はcAj心刈」であるがヽ正しくは褐丿刈」と綴られなけれ

ばならない。「アラブとアジャムのスルターン（たち）の主人」は、原文では、　こ仙しII ド

斤Jtjlnりメ･となっているが、正しくは戸りりメじ｛乱φであろう。（後述②、③参照）

カイカーウスＩ世に特有の修飾句である「勝利者であるスルターン」は丿山|ぴ=i"ではな

く、μ励こ皿k山と定冠詞が必要で、「御世」につながる属格構造を表わすために、「アブル

ファトフ」は夕’ぶと文法上綴られねばならない。冒頭に置かれる文全体の動詞も、

「イマーラ」が主語であるなら、こりーと３人称女性の完了形が用いられねばならない。「信

者たちの長の明証」と訳したAjiりalトJ・l　CM'Jiの語中の「アミール」の語はそもそも碑文中

にないが、この語が欠けていては意味が取れないので、原文に補った。「信者たちの長」とは、

ここではアッバース朝のハリーファのことで、歴代のセルジュク朝のスルターンたちは「信者

たちの長」の明証（小ji ）、援助者（J^£）、協同者（廿 ）などの称号を名乗っていて、

それらの称号は各種の碑文や貨幣の銘文にはっきりと表現されることが多かったからである。

　以上のような誤りや欠落にもかかわらず、この碑文はカイカーウスH壮時代のものとして歴

史的に重要な意味かおる。この碑文の中には「陸と海の所有者」という表現が見られるが、こ

の中の「海」はアナトリアの南方に位置する地中海を、そして「陸」はアナトリアを表わして

いると考えられる。カイカーウス時代の1214年11月に、セルジュク朝の軍隊はアナトリアの

北方、黒海岸のスィノプの町を征服し、地中海だけでなく、初めて黒海への出入り口を確保し

た。そして、スィノプ征服後に作られた碑文では、セルジュク朝のスルターンが「陸とふたつ

の海のスルターン」（よ戸ちメこμ^ ）というように、海の双数形を用いて修飾されるよ

うになる。カイカーウスの治世の間でも、完全に截然とこのように表現の仕方が変化するわけ

ではないが、カイカーウス時代の終わりから次のカイクバード時代（在位1220－37）にかけ

ては、碑文などのスルターンにまつわる修飾句に「ふたつの海」という表現が明示されるよう

になる。

　もともと中央アジアの遊牧騎馬民族トゥルクマーンの出身であるセルジュク朝は、西アジア

へ移動してからも、海洋への進出の意図が薄弱であった。　そのため、11世紀末から始まる、

いわゆる「十字軍」時代にも、シリアやアナトリアではイタリア諸都市を中心とする西欧「十

字軍」の海上での攻勢に全くなすすべがなかった。その意味では、遅まきながら13世紀に

なって、アナトリアにあったルーム・セルジュク朝が海への出口である港市の確保と海上への

進出を試み始めたことは、画期的な事態であったといってよい。その意味では、「ふたつの海」

という表現が用いられていない「陸と海の所有者」という碑文中の表現は、黒海岸への進出以

－４－
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前のセルジュク朝のスルターンの状況を示していると考えられ、この碑文がスィノプの征服以

前に作られた可能性を示唆している。

②　通称アラーウッディーン・ジャーミウ入口上方の碑文（写真２）

　通称アラーウッディーン・ジャーミウは、現在ニイデにある歴史的な建造物の中で最古のも

のであり、アナトリア全体で見ても、セルジュク朝時代のマスジドの建築様式を残したものと

して最古であり、建築美についても評価が高い。外郭と同じく、内部のミンバルやミフラーブ

も全て石造であり、オスマーン帝国時代とは比べものにならないくらいに規模の小さなドーム

屋根も石造である。カレの中にあり、セルジュク朝時代に独特のずんぐりしたマナーラ（ミ

ナレット）を伴ったジャーミウの姿は、遠方からもすぐそれと分かる印象的な建物である。

（写真3）このジャーミウの東面する入口上方に、次のような、アラビア文字３行分の碑文か

おる。

(アラビア文字の原文)

sjrU=,^Uii -lu-u ajUJI liijLa lilLs aiaC-VI oIjju&LjJ alas-all /jUaluill 4JjJ aUi
^-i A-xilrsJi

ii& o
jLaxj >ul

(日本語訳)

偉大なスルターン、最大のシャーバンシャーフ、世界の王たちの王、アラブとアジャムのスル

ターンたちの主人、アラー（ウ）ツドゥンヤー・ワッディーン、イスラームとムスリムたちの

救い、カイクバーズ・ブン・カイホスロウー彼の勝利が億大であるように一の紬世に、袖の慈

悲を必要とする僕、ビシャーラ・ブン・アブドゥッラーフが、620年に神の前で赦しを求め

る一人の者として、神の満足のために、このジャーミウの弾誇を命にt-

写真２
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写真３

（解説）

　この碑文は、Ozkarciの書物45頁にテクストが掲載されているが、そこには解読ミスが

６ヶ所ある。この碑文には、①で紹介した碑文と表現上共通する部分もあるが、①とは異なり、

アラビア語の文法上、正書法上の誤りは見られない。また、碑文が付せられた建物が現存して

いること、ジャーミウの建設年が明らかであること（ヒジュラ暦620年は西暦1223/ 4 年に

当たる）、ジャーミウの建設を命じた人物の名前が明らかであることから、碑文に記された内

容は、より厳密に歴史的な検証が可能である。

　まず、この碑文は、スルターン、アラーウッディーン・カイクバーズ（碑文にあるように、

「カイクバード」の名前には、13世紀当時の写本史料などでは≒£ Iよ兵βの二通りの綴り

が用いられている。）時代の1223/ 4 年に建設されたニイデのジャーミウに付せられたもので

あるが、このジャーミウの建設を命じたのは、碑文にある、ビシャーラ・ブン・アブドゥツ

ラーフという人物である。この人物は、ルーム・セルジュク朝の宮廷で書かれたペルシア語

史料、イブン・ビーピーの著作悩如I jj^YI Ji 脳以]|メタの中に名前が現れる有力者であ

り、セルジュク朝の宮廷では「厩の頭」（メしμ）を務め、カイカーウス時代にニイデを与

えられていた、ザイヌッディーン・ビシャーラという人物である。（ibn Bibi, el一-Eva面ril'I-

'Aぼ'f碑fi'l-Um公r員-'Ald'iyye,Tipkibasim, Ankara, 1956. ss.115, 119,200, 265,268, 270.）

イブ｀ン・ビーピーの著作によると、カイカーウスを継いだカイクバーズの下で、この人物を初

めとする宮廷の旧来の有力者たちは次第にその勢力を殺がれていき、やがては失脚したとされ

るが、この碑文に拠る限り、少なくともこの時期まではニイデに勢力を有しており、ルーム・

６
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セルジュク朝時代のジャーミウを代表する、優れた建築物をニイデに残すことに寄与したこと

が明らかである。セルジュク朝の首都であったコンヤの町には、616年ジュマーダーＨ月15

日（1219.7.29）の日付を持つ、宮廷の厩頭（(^UaLJl 痛メl )であるザイヌッディーン・ビ

シャーラが造らせたマスジドとその碑文が残っている。

③　通称アラーウッディーン・ジャーミウの入口に対面する位置にある泉水の碑文（写真4）

　通称アラーウッディーン・ジャーミウと、自動車１台が通り抜けられる程度の幅の道を挟ん

でジャーミウ入口の右斜め前に、石造の古び九泉水（写真５）かおる。イスラーム社会では、

写真４

写真５
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毎度の礼拝前に、必ず清浄な水で手足、頭や顔などの身体各部を洗い清めなければならない。

生活用水の供給だけでなく、ムスリムにとっての義務である礼拝前の洗浄（ウドゥー）をおこ

なうために、このような泉水はイスラーム都市の至る所で見られ、それらの中には、歴史的な

碑文が付せられたものも少なくない。ここの泉水には、以下のような内容の、アラビア文字で

４行分の碑文が残されている。

（アラビア文字の原文）

　←所Z' り万もiiilU声乱川・iぶ万＼A声りI こμμ＼ 褐A＼ 匈^ 七っ万悩lこぶ|ふり≒メ

　心乙ノ砂jjjしJ'-'i硲畔’／tJjaSりりJsS’゜り八J・丿(jj ふ’謳斤もりメしφ沁

　Oi りーリＵしiij ^声川^にAjiんぶが-. n]に-S・ji-ria]トφ|心jJぷム jji≒μl U-al u^^

　　　　　　　　　　　　　七しふ・ 9 /jμ・いこじつ Jφ輿i5^ り卜iiiil ^j－≒ulaiJl

（日本語訳）

最大のスルターン、偉大なシャーバンシャーフ、諸民族の奴隷たちの所有者、アラブとアジャ

ムのスルターンたちの主人、大地における神の影、ギヤースッドゥンヤー・ワッディーン・ア
一一一一一一

ブルファトフ・カイホスロウ・ブン・クルチアルスラン、信者たちの長の明証一神が彼の国運

を永遠ならしめるようにーの御世に、至高なる神の許しと慈悲を必要とする、弱き僕、マス
-

ウード・ブヌル・ハティールー神が彼の結末を良きものとするようにーが666年のある月に、

この祝福されたる泉水の建設を命じた。

（解説）

　この碑文は、Ozkarciの書物165頁にテクストが載せられているが、そこには８箇所の解読

ミスがある。　この碑文は、セルジュク朝のスルターン、カイホスロウ３世（在位1266－84）

の時代に、マスウード・ブヌル・ハティールという人物によって666年（1267/ 8 ）にこの泉

水の建設が命じられたことを記録している。①、②の碑文と表現上共通する部分もあり、ス

ルターンに対する形容辞はいずれの碑文においても、いくつかのパターンが決まっていた定

型句と考えられる。アラビア語文法の面からは、「御世に」と訳した原語の　褐Al μ」は

むJ^ 糾LS^　とならなければならない点を除けば、誤りは見られない。「至高なる神」と訳し

た部分の「至高なる」という意味の形容辞は、碑文では、cJU」としか判読できないが、上記

のように考えて訳した。

　この碑文には、泉水の建設を命じたマスウード・ブヌル・ハティールという人物の名前が現

れているが、この人物は、上掲イブン・ビーピーの史書にその名が出てくる。（Tipkibasim,

ss.644, 662, 685.）その記録によれば、この人物は、「ハティール・ザンジャーニーの息子で、

シャラフ・マスウード」と呼ばれている。この人物は、イルハン国側に立ってルームの国政を

掌握していたムイーヌッディーン・パルヴァーナと結んで、セルジュク朝宮廷の有力者にのし

上り、1277年春にマムルーク朝のスルターン、バイバルスがアナトリアへ遠征、イルハン国

－８－
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の軍隊の精鋭をエルビスタンで撃破し、短期間ながらカイセリにも入城するという、当時の西

アジアを大きく揺るがした事件との関わりで現れてくるのである。シャラフ・ハティールは、

1276年にパルヴァーナをはじめとする他の有力者たちが不在の間、クー・デタを敢行し、ス

ルターン、カイホスロウの身柄を保護下において、モンゴル軍に対抗しうるマムルーク朝の軍

隊がアナトリアに遠征するようバイバルスに要請した。彼のこうした企図は結果的に失敗し、

シャラフ・ハティールは追い詰められて降伏し、やがて処刑されてしまうが、マムルーク朝へ

の援助の要請は、翌年のバイバルスのルーム遠征によって叶えられることになったのである。

これらの政治的な事件のあらましについては、拙稿「イルハン国とルーム」『イスラム世界』

23 ・ 24、1985年、37－43頁を参照。

　実は、この碑文を「発見」した時、筆者は正直非常に驚き、また興奮を禁じ得なかった。と

いうのも、それまで13世紀に書かれたペルシア語の歴史書の写本の中でしか見たことのな

かった人物の名前を、古びた石造の泉水に付せられた碑文の中に見つけ出したからである。書

物の中でしか知らなかった人物の名前を碑文の中で発見したことにより、マスウード・ブヌ

ル・ハティールの実在と彼が関わった歴史的な事件の真実性を実感できたのである。

　さて、この碑文には泉水建設者の名前以外にも、歴史的に興味深い表現が見られる。それ

は、スルターン、カイホスロウ３世に付せられた「信者たちの長の明証」という表現である。

この表現については、①の碑文の解説にも書いたが、セルジュク朝の歴代スルターンたちが

称していた称号のひとつである。ところがここで問題なのは、「信者たちの長」が意味する、

アッバース家のハリーファ（第37代ムスタアスィム）は、656年サファル月14 El（1258. 2.

20）に、バグダードを陥落させたモンゴル軍の総司令官、フーラーグー（フレグ）・バーン

の命令で処刑され、アッバース朝は実質的に滅亡した。（ムスタアスィム処刑の日付は、モン

ゴル側の基本史料である、ラシードゥッディーンの　^_j!夕ぐisw　第２巻、1018頁に拠った。

Ｊ､・・&M t 0t-"･－－びよドー一　校訂本、aメヘ1373）そして、「信者たちの長」が存在しなく

なった以上、以後の時期に作られたアナトリアの碑文などでは、ルームのスルターンたちに

「信者たちの長の～」なる称号は付せられなくなるのである。　ところが、666年に作られたと

思われる、このニイデの泉水碑文には、「信者たちの長の明証」という称号が見られる。筆者

の知る限り、他にも２例、これと同じ「信者たちの長の明証」なる称号がカイホスロウ３世に

付せられた碑文かおる。ひとつは、セルジュク朝の国都コンヤの西北にある温泉保養地Ilgm

のKaplicaの建物にある碑文で、666年のものである。いまひとつは、コンヤ市内にある、

サーヒブ・アタ・バーンカープの碑文で、こちらの記年は668年である。この２例共に建物の

建設を命じたのは、サーヒブ・アタの通称で知られる、セルジュク朝の宰相ファフルッディー

ン・アリーである。これら３碑文の場合、「信者だもの長」とは誰を指しているか、という疑

問が湧いてくる。単純な過誤であるとか、それまでの先例を踏襲しただけの形式的な模倣であ

-
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るとかの説明であれば、歴史的な意味はないが、ニイデの泉水碑文を作らせたシャラフ・ハ

ティールが、前掲の拙稿で明らかにしたように、マムルーク朝との連携によって、アナトリア

からのモンゴル勢力の排除を企図した人物であることを考えると、この『信者だもの長』とは、

あるいは、マムルーク朝のスルターン、バイバルスに擁立された、アッバース家の一族（ハー

牛ム１世）のことを指している可能性もある。しかし、サーヒブ・アタの作らせた他の２つの

建物の碑文の場合は、マムル―ク朝に擁立された「信者たちの長」を

ことはできない。アッバース朝の実質的な滅亡後の時期の、アナトリアの碑文上に現れる「信

者たちの長」という表現に関しては、さらに調査を続けて、今後の検討に委ねたい。

④　ホダーヴァンド・ハトゥン廟入口上方の碑文（写真６）

ニイデの町の中心にそびえる城塞の西北方向、直線で約500 m の距離にある市街地にホ

ダーヴァンド・ハトゥンの墓廟（写真7）かおる。周辺は現在公園のように整備されているが、

1931年に刊行されているGabrielの書物に載せられた写真を見ると、他にもいくつかの墓廟

が周辺に点在していたようである。現在も残っているのは、ホダーヴァンド・ハトゥンの墓廟

と、後述するギュンドウドウ廟のふたつだけである。この廟の入口の上方には、アラビア文字

で３行分の次のような碑文が残っている。

(アラビア文字の原文)

Jijjljia. Ojicj <ih＼ A ^^_J.' 4≪taJ^)]t Aj^jlsJl Aj£^lj>i]l Ajjj]| aJA o_jL≪u ^a! o^)ii-a]|j A-42≫.^Sl
^Jj

ailI

uJiC
/e^-3!

*Oaji ] a^-uJ
^JOi

AJl
jaij Jill oXnij jj j' 'lA iS (JJ

^_3
UJ-ilt M^ 1 ^ '^ ≫*≫llAUad-uuS dljj fj sjVak,

(日本語訳)

神は慈悲と許しを与える者。この祝福されたる墓廟【トゥルバ】の建設は、神の慈悲と赦しを

写真６

10
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乞い願う女奴隷、殉教者のスルターン、ル

クヌッドゥンヤー・ワッディーン・カイホ

スロウー神が赦しを以て彼を取り囲むよう

にーの娘である、ホダーヴァンド・ハー

トゥーンが712年に、命じた。ﾈ刺こ称賛あ

れ、神の預言者とその家族に祝福あれ。

(解説)

この碑文はOzkarciの書物134頁にテ

クストが載せられているが、解読ミスは見

当たらない。この碑文が付せられたホダー

ヴァンド・ハトゥン廟もまた、アラーウッ

ディーン・ジャーミウと並んで、ニイデの

歴史的建造物の代表作であり、全体が装飾

を施された石造で、建築的に見ても優美な

墓廟である。碑文の原文では、「建設を命

じたいの部分がｙとなっているが、女

性が主語であるので、正しくはこメとな

らなければならない。この碑文は、スル

ターン、カイホスロウの娘、ホダーヴァン

ド・ハト占ンが71?,缶(]?.]9/?.)にこのISliiの建診を命にた占いう内容で、セルジュク朝の

スルターンの名前が現れる、アナトリアで最後のものである。女性の王族がマスジドや墓廟、

症[皆江刺岑作ら廿で、それらの建物の碑文が残っている例は、ニイデの北､方にある、セルジュ

ク朝時代の重要都市、カイセリに４ヶ所ある。

六了、この碑雪の内容をり､て、疑間が湧いてくるのは、弾設を命じたホダーヴァンド・ハ

トゥンの父親の名前「殉教者のスルターン」カイホスロウのラカブ（称号）が、｜ルクヌッ

ドゥンヤー・ワッディーン」となっていることである。セルジュク朝のスルターンの中に、

「ルクス■，ド肖ンヤー・ワ･VデA ーン・カイホスロウ｜　という人物は服=lたらない。に己の

碑文③にも現れるように、セルジュク朝のスルターン、カイホスロウは同名の１世、２世、

割廿壮に、うカブは、「ボヤース､vド。ンヤー・ワ■yディーン｜なのである。それでは、この

碑文の「ルクン｜というラカブを持つ人物は誰なのであろうか。この問いに答えるためには、

他の歴史資料を援用する必要がある。

下目カご1、ルつまごs「Ifflイ^々Vブル青=r両ir ふÅ　　ス-,レイマユA 。回濡難宣のFa↑ih /ifil只占いう

俗語番号を六つ、令299輦の写本は、6μ jaUJりj≠'iiilSi丿という書名を持っている。この作

且
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品の著者は、ニイデにその墓かおる、カーディー、ニザームッディーン・アフマド・ブン・ア

リー（メOi 之へjjol）Uムヘ戸m＼）であり、この作品が完成されたのは、733年ズルヒッ

ジヤ月13日（1333. 8.25）のことで、さらに写本自体は、741年ムハッラム月12日（1340.7. 8）

に、著者の死後、別人の書記によって筆写が完了したと奥付に書かれている。このアラビア語

混じりのペルシア語で書かれた作品は、ニイデの町に縁の深いカーディーによって書かれてお

り、内容は多岐に渡り、歴史について書かれた部分もある。残念ながら未だに校訂テクストが

出版されていないので、写本そのものを利用するしか手段がないが、この作品のセルジュク朝

史に関わる部分の末尾に、ホダーヴァンド・ハトゥンの名前がペルシア語の次のような形で出

てくる。（写本152a）

メ^ 白皿^ 映jl£，^^jixL●(j＼ 砂;・^j__^)J．，・_)Jり̂J^･・"^･り●り・心メ‥^j^ﾕｰ‥Ai－A-ola･－ ASl●

e以‘.|こμU Oi jノ≒!S Ui-^l 乙≠^Uai．　(jJ こ萍り沙Oi-Jl びっいぞ,1 LI|こμ山十t'i'S,.'1I 11''11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紬゛りし少＼.^,i－^ ぷこjj 再挙(JJ'^I

ここでのホダーヴァンド・ハトゥンの系譜は、「スルターン、アラーウッディーン・カイク

バードの子、スルターン、ギヤースッディーン・カイホスロウの子、故スルターン、ルクヌッ

ディーン・クルチアルスランの娘、ホダーヴァンド・ハートゥーン・ガウハル・ナスィーブ」

となっている。この記述を参考にすれば、ホダーヴァンド・ハトゥンの墓廟に残された碑文の

「ルクヌドゥンヤー・ワッディーン・カイホスロウ」とは、「ルクヌッディーン（・クルチアル

スラン・ブンーこの部分が欠けている）・カイホスロウ」のことで、これならば、他の歴史資

料から知られている事実に合致する。すなわち、この碑文の「カイホスロウ」は③碑文に出

てくるカイホスロウ３世（1284年没）ではなく、②碑文に出てくるカイクバードの息子のカ

イホスロウ２世（1245年没）のことである。ちなみに、上記の史料(jμll
■^jllによれば、ホ

ダーヴァンド・ハトゥンの死去した日付は、732年ラジャブ月１日（1332. 3.29）であり、彼

女の墓所は、この書物が書かれたニイデの町（・ユi^ 心よ戸・）でも最も有名なマサールになっ

ているという。彼女の父、ルクヌッディーン・クルチアルスラン４世が「殉教のスルターン」

と呼ばれるようになる経緯については、前掲拙稿「イルハン国とルーム」38－9頁を参照。

⑤　通称スングル・ベイ・ジャーミウ東面壁の碑文（写真８）

　ニイデの町の中心にある城塞の西方に、通称スングル・ベイ・ジャーミウと呼ばれるジャー

ミウがある。この建物自体には、その竣工を記録したような碑文は残されていない。その東面

する壁に、おそらくはこのジャーミウの建設そのものとも関わる可能性の高い、以下のような

アラビア文字で３行の碑文が残されている。
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写真８

(アラビア文字の原文)

(日本語訳)

神の名において。神に称賛あれ、神の使徒、ムハンマドに神の平安あれ。 736年に、来世の糧

のために、偉大なアミール、サイフッダウラ・ワッディーンー神が彼の国運を永遠ならしめる

ようにーの命令が発された。今日よりニイデ【ナキーダ】の町では、救世主の宗教の異邦人か

らは、ジズヤとバラージュを取らないように、と。

(解説)

　この碑文は、Gabrielの書物133頁、及びOzkarciの書物67頁にテクストが載せられてい

るが、それぞれ、３ヶ所と６ヶ所の解読ミスがある。テクスト自体は提示されていないが、この

碑文の内容は、チェコ生まれの東洋学者Paul Wittek によって紹介されている。ぐ､,£■./.Brill's

First E肴･

だものとは異なり、冒頭の讃辞以外の部分がペルシア語で書かれている。当時ナ牛－ダと記さ

れていたニイデの町そのものの呼称も登場している。碑文の内容は、「救世主の宗教」すなわ

ちキリスト教徒の異邦人（ご少－こムふメ）からジズヤ（人頭税）とバラージュ（地租）を取

らないようにと、「偉大なアミール」サイフッダウラ・ワッディーンが736年（1335/ 6 ）に

命令したということである。碑文にある736年という年は、イルハン国のアブー・サイード・

バーンの亡くなった年で、これ以降の約半世紀近くは、イランでも、またアナトリアでも統一

政権が不在状況に陥り、政治的な混乱期が続くことになる。碑文に刻まれた命令を出しだのは、

「偉大なアミール、サイフッダウラ・ワッディーン」という人物であるが、この人物を特定す

13
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るためには、ニイデにある、もうひとつの銘文資料を参考にする必要かおる。

⑥　現在通称ドゥシャル・ジャーミウにある木製ミンバル側面の銘文（写真9、10）

　⑤でその東面する壁面の碑文を紹介した、通称スングル・ベイ・ジャーミウは、柱や壁面、

床が石造で、古めかしいが、アナトリアの中世のジャーミウの形を残しており、木製の扉など

の装飾も精緻で美しい。イスラームのマスジド（礼拝所）には必ず設置されているミフラーブ

（聖地マッカの方向である、牛ブラを示す壁面の窪み）も石造であるが、何故か、ミンバル

（説教壇）だけは新しく、本来このジャーミウにあったはずの木製ミンバルは、現在市内の別

の場所にあるドゥシャル・ジャーミウ（Di§an Cami）に置かれている。このミンバルの側面

には、向かって左上方→左下方→右上方→右下方の順に、以下のような銘文が刻まれている。

写真９

写真10

14
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（アラビア文字の原文）

　(J心｜痛よ知゛≒みへjjjl尚与（ i^^メ1一万い血|ム嶮一丿犬山個こ倆Uし匈丿

　　　　　　AjjIS, 嗣九ふ|かいし糾μ八ん八＼"'- A＼1i;'in＼･ヰ･

（日本語訳）

最大のスルターン、アブー・サイードー（神が）彼の王権を永遠ならしめるようにーの時代に、

アミール、サイフッディーン・スンクル・アーガー－（神が）彼の寿命を永がらしめるように

－の命じたもの。製作者は、至高なる神の慈悲と赦しを必要とする、弱き僕、彼の書記、フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

ワージャ・アブー・バクル・イブン・ムアッリムである。

㈲l説）

　この銘文は、Ozkarciの書物70頁にテクストが載せられており、解読ミスは見当たらない。

アラビア語の文法から見て、アブー・サイードの表記は嶮一丿が正しい。また、訳文では、

（神が）という言葉を補ったが、アブー・サイードとスンクル・アーガーにそれぞれ付された

讃辞は、4£iaぶム及び、!>Uj 細(JU・lという表現の方がふさわしいように思われる。この銘文

には年代がないが、その内容から、ミンバルがイルハン国の「最大のスルターン」アブー・サ

イードの時代（1317 －35）に作られたことは疑いがない。この銘文を持つミンバルが、かつて

スングル・ベイ・ジャーミウにあったことを考慮に入れると、この銘文に現れる「アミール、

サイフッディーン・スンクル・アーガー」は、⑤碑文に出てくる「偉大なアミール、サイ

フッダウラ・ワッディーン」と同一人物を指す可能性が高い。

　さて、このサイフッディーン・スンクル・アーガーなる人物が誰かという問いに答える

ためには、書物となっている文献の記述を援用する必要がある。この場合は、現在パリの

国立図書館に所蔵されるペルシア語写本（登録番号はSuppl. Pers. 1553.この写本は、現代

トルコ語の翻訳付きで、1953年に、Feridun Nafiz Uzluk によってÅnadolu Selcもklulari

Devleti Tarihi III.と題してアンカラで写剽敗が刊行されている。）、著者不明の『セルジュク

朝史J t3_Hムdi か丿の記事が人物を特定する手がかりを与えてくれる。この写本の94頁に

は、「エルテナー・ベグ（叫Uijl ）とスンクル・アーガー「」Jsl^ ）がカラマーン地方

（cP'j ≒も）へ逃亡したのは、727年ズルヒッジヤ月１日（1327.10.18）。」という短い記

事かおる。ここに現れる「スンクル・アーガー」は記事に現れる年代の近さから考えて、ミン

バルの銘文に出てくる「サイフッディーン・スンクル・アーガー」と同一人物であろう。彼の

名前は、当時アナトリアにおけるモンゴル側の有力者で、後にアナトリアの中心部に、1343

年以降スィヴァスの町を本拠地として、ペイリク（地方政権）を建てることになるエルテナー

（または、エレトナー）・ベグ｀（1352年没）と並んで言及されていることから、イルハン国の

アブー・サイードの時代にミンバルを作らせた「スンクル・アーガー」もモンゴル政権側に属

する有力者であった可能性が高い。ただし、⑤の碑文ではスンクル・アーガー以外に、彼の

－15－
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七位にあったアブー・サイードやエルテナー（エレトナー）の名が言及されていないので、こ

の碑文が作られたと思われる736年の時点で、スンクル・アーガーがニイデの独立した支配者

であった可能欧もある。残念ながら、この時代のアナトリアについては、上記のペルシア語史

料以外に参照できる書物がなく、イラン側の史料にも「スンクル・アーガー」についての記述

がないために、これ以上この人物について追跡することができない。ただし、⑤の碑文が掲

げられた通称スングル・ベイ・ジャーミウが、正しくは「スンクル・アーガー」ジャーミウと

呼ばれるべきである建物であることは、これまでの検討から言えるであろう。

⑦　通称ギュンドウドウ廟の碑文（写真11）

　④で紹介したホダーヴァンド・ノ＼トゥン廟の近くに八角錐の屋根を戴く、独特の形をした、

通称ギュンドウドウ廟かおる。この廟の正面入口上方に次のようなアラビア文字２行分の碑文

が残っている。

（アラビア文字の原文）

(jおりl
iJJtci.
乙JS･・ぷj’(_y^

‘'JJJ-^≪^ I I メφJC.ぶこj
JjとＩ

Jjji・ Ｊ CJ－J" こUj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　包ox←

(El本語訳)

故アフ・ヴァリー・ブン・ギュンドグドゥー神が彼の罪を赦すようにーの死は、745年のサ

ﾌ-7 nし日ト慨刀､- μア万ぶ､－

(解説)

　この碑文は、Ozkarciの書物144頁にテクストが載せられているが、囚有名詞の解読が誤っ

写真11
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ている。訳文で、「故アフ・ヴァリー……死は」の部分は、原文では、文法上ペルシア語で

書かれている。　また、原文では年代を表わす部分が上記のようになっているが、正しくは

江－りjjjiaj jla り－2:i.であろう。この碑文に現れているアフ・ケアリーなる人物については他

に全く情報がない。彼の父親の名前、アラビア文字の綴りで（t^^^ ）はトルコ語でGiin-

dogdiを表わしており、「陽が上った」の意味であることは間違いないが、この人物について

も不明である。ただ、アフ・ヴァリー（J､、ど）の名前は、14世紀のアナトリアに特有の

社会集団の首領として現れた「アヒー」（φnだちと無縁であるとは考えにくい。この墓廟

に葬られた人物の没年が745年サファル月上旬（1344.6.14－23）であることを考慮すると、

この時代中央アナトリアでは政治権力の空白時代が生まれており、代わって、この墓廟の主で

あるアフ・ヴァリーもその一員であった可能性が高い、アヒーたちが活躍していたことが歴史

的な背景として考えられるであろう。

　アヒーとは、特に14世紀のアナトリアで顕著に見られる、ギルド的な規範や組織を持つ、

若者集団の首領を意味する。アヒーたちにっいての最も詳しい情報を残しているのは、1330

年代前半にアナトリアを広く旅行したと思われる、アラブ・イスラーム世界の旅行家、イブ

ン・バットゥータである。その旅行記の記述によれば、アヒーとは「同じ職人仲間たち、彼ら

以外の仲間の内の未婚の若者たち、そして宗教的に生涯の独身を誓った隠遁者たち（ムタ

ジャッリトゥーン）［など］が一緒に集まって、彼ら自身で指導者として推挙した人物のこと

を言う。」（イブ｀ン・ジュザイイ編、イブン・バットゥータ『大旅行記３』家島彦一訳注、平凡

社、東洋文庫630、1998. 270 －1頁）

　イブン・バットゥータは、彼が「ナクダ」（S乙）と呼ぶニイデの町を訪れているが、残念

ながら、そこには、アフ・ヴァリーやギュンドグドゥに関する情報は載せられていない。ただ、

彼は、ナクダの町を「〈黒い川〉と呼ばれる川が貫流する。その川は大河の一つであり、そこ

には三本の橋があって、その橋の一つは町中に、他の二つは町の外にある。……（後略）」（前

掲の訳書289頁）と書いているが、現実のニイデの町に大河は流れておらず、大きな橋も見当

たらない。地形そのものが変わってしまったとは考えられないので、記述が混乱しているのか、

何らかの過ちがあるのであろう。尚、前述⑥の銘文の解説でその名を挙げたエルテナー（エ

レトナー）の名前は、イブン・バットゥータの旅行記にも「アミール、アラーウッディーン・

アルタナー」として出ており、スィヴァスの町でイブン・バットゥータは、「アルタナー」と

会見し、接待を受けている。（前掲の訳書291－2頁）

⑧　通称アク・メドレセ入口上方の碑文（写真12）

　上で紹介した、①の碑文が前庭に放置されているアク・メドレセは、現在ニイデの大学の

文化センターとして用いられているが、その建物そのものの入口上方にアラビア文字３行分の

-
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写真12

次のような碑文が掲げられている。

(アラビア文字の原文)

p!^ I <£L M Ok /y^S p!SLft
jjj J-fta-* jlklu ^qVI V^J

^^ pJax-ftil oUU^Ui ^x^^l /jUalu]!

OJia. a All! >^-y.llAj tilax-OAii AjLci

(日本語訳)

紬の交にお{､､ア．i由に称替あれ.、抽の倅往ムハンマドに平安あれ.、最大のスルターン、偉大な

り４.－ハンシ-.一フ、諸民貧の奴隷の所有者、スルターン、ムハンマド・ブン・アラーウッ

ディーンー神が彼の王権を永遠ならしめるようにーの御世に、彼の兄弟、アラーウッディー

ソ・アIJ －・ブン・アラーウ､Ｖデ■<－ン・ビン・ハリール・ビン・マフムード・ビン・カラー

マーンが、ヒジュラ暦812年に、この祝福されたるマドラサの建設を命じた。唯一なる神に祢

替あれ。

(解説:

この破々は、Ozkar。の書物118百にテクストが掲載されているが、４ヶ所の解読ミスがあ

る。また、トルコの碩学Ismail Hakki Uzuncar§iliの著作、Anadolu Beyliklerive Akkoyunlu

1112　Kn.rnhriMii.nl.ij.Dp.)l.p.tl.p.ri.TT.Raski.Ankara .IQfiQのカラマン・ベイリクに関する部分

fon百r乃和汁9 ■îrは　r の岫すの-r 々ストが冒面声実屋却将卒除いて収証六れているが、

解莽廿笛去のもの今回一下あふアラビア語の文洪ﾄ、IS文で袖の仲往ムハンマドへ

の「皿容｜には、ふ」占宗府詞を付けなければならない。812年という表現も、「12 1 の部分

出　４.、ぷ占な乙べ訟であろう。末尾の称替岩現の「ﾈ軌こ｜の部分は、ふとなるはずであ

る。

r 。鵠々附　1- び。^ 暦r 心μ。^l ^ 只l9缶funs/ l削のカラマン・ベイリウ(カラマ
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ンという語の綴りには、(jUjiにlUljaの二つの形かおる。）時代に、当時のカラマン家の代表

者であるスルターン・ムハンマドの兄弟、アラーウッディーン・アリーがこのマドラサの建設

を命じたことを記録している。　カラマン・ベイリクは、③の碑文の解説で述べた1277年のバ

イバルスのルーム遠征後、アナトリアの歴史に登場するトゥルクマーン系の地方政権（ベイリ

ク）であり（前掲拙稿「イルハン国とルーム」46－9頁参照）、14世紀に入ると、がってのセ

ルジュク朝の首都コンヤをけじめとする中央アナトリアを支配して、モンゴル系の支配勢力に

対抗し、14世紀の後半には各地に分立・割拠した諸ベイリクの中でも最大の勢力を誇った。

碑文に現れるアラーウッディーンの時代（1361 －98）には、オスマーン朝と対立しつつ、アナ

トリアの中心部に支配領域を持ち、アラーウッディーンは政略結婚により、当時のオスマーン

家のスルターン、ムラート（1世）の娘を迎えた。この結婚の結果誕生したのが、この碑文に

現れるムハンマドとアリー兄弟である。アラーウッディーンは政略結婚により、オスマーン朝

との関係を深めたにもかかわらず、1398年当時のオスマーン朝スルターン、バーヤズィード

（１世）の遠征の結果、捕らえられて処刑されてしまう。おりしも、中央アジアから稀代の大

征服者ティームールの率いる軍隊がアナトリアに侵攻し、1402年のアンカラの戦いでバーヤ

ズィードは大敗し、アナトリアには、かつてバーヤズィードに滅ぼされ、その領土を併合され

た諸ベイリクの勢力が復活した。この碑文が作られた812年という年は、このような歴史的大

変動を経験して間もない時期であり、ニイデの通称アク・メドレセもカラマン・ベイリクの復

興を象徴する建物の一つと言うことができるであろう。

　碑文に現れる、カラマン家のスルターン、ムハンマドに付された形容辞は、上記①②③の

碑文に見られるセルジュク朝時代のスルターンに対する形容表現（「最大のスルターン、偉大

なシャーバンシャーフ、諸民族の奴隷たちの所有者」）とほぼ同一であり、セルジュク朝の時

代から最大で約200年近い時間差があるカラマン・ベイリク時代に払建築物の定礎を記録す

るような碑文では、表現上これまでの先例が踏襲されて大きな変化が現れていないことを示し

ている。ただし、この碑文における歴史的に重要な点は、カラマン家の系譜がはっきりと表わ

されていることである。　この碑文によれば、当代のムハンマドに至る系譜は、「カラーマーン

ーマフムードーハリールーアラーウッディーンームハンマド」の順に出てくる。カラマン・ベ

イリクは1481年、実質上最後の支配者カースィムがオスマーン朝に服属した後亡くなること

で、アナトリアの歴史上から姿を消すが、ベイリクの宮廷で書かれたであろう歴史書は、多分

に伝説的な要素を含んだ、シキャーリーの「カラマン朝史」を除いて残されておらず、歴史的

な事実関係をそれから再構成することは困難である。特に14世紀前半の勃興期については、

支配者の在位年代についても不明な点が多い。そうした歴史上の空白を埋める上でも、この碑

文の記述は重要なものである。前述のように、トルコの歴史学者ウズンチャルシュルは、この

碑文をカラマン・ベイリクの歴史を概述していく中で利用しているが、書物となっている文字
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資料が絶対的に不足している時代の研究に、碑文や銘文などの解読や検討は不可欠な、そして

有益な手段なのである。

⑨　通称スングル・ベイ・ジャーミウの入口上方の碑文（写真13）

⑤でその東面壁上の碑文を紹介した通称スングル・ベイ・ジャーミウには、入口上方に、

⑤とは別の、アラビア文字２行分の次のような碑文が掲げられている。

(アラビア文字の原文)

(日本語訳)

この行は、スルターンの子のスルターン、カラーマーン・バーンの二人の息子である、スル

ターン・ビール・アフマド・バーンとカースィム・ハーンー神が彼ら二人の国運と国土を永遠

ならしめるように、アーミーン、おお、万有の主よーの命令で書かれた。「銃や砲弾丸、戦い、

種子、羊のクプチュールの税のために、これらの法定外の付加税が、今後ダールルパフラ

ヴァーニーヤの人々から、何物も取られることがないように。アミールたちも、代官たちも。」

それを無効にせんと努める者には、神と天使と人間すべての呪いがあるように。 874年に書か

れた。（訳文中「」の部分は、ペルシア語で書かれている。）

(解説)

この碑文は、Ozkarciの書物68 頁にテクストが載せられているが、３ヶ所の解読ミスがあ

る。内容的には、874年（1469/ 70）にカラマン・ベイリクの二人の支配者、ビール・アフマ

ド・バーン声カースＺム・バーンの名前で、いくつかの熔宇外の榊命（I*:x心）がニイデ

(｢ダールルパフラヴァーニーヤ｢μ|山」l　ル)｜は、セルジュク朝時代以来のニイデの町の

雅号であるご）で取られないように命じられたというものである。筆者自身は、訳文で「種

吊｜浙I十IS寸巾の凧蹟について、圖の語み方、意味がある可能件を認める。今のところ、こ

写亘13
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の語の意味や読み方を確定するための参考となるような文献的証拠を持っていないので、暫定

的に上記のように訳した。訳文の末尾に記したように、この碑文にはペルシア語の部分とアラ

ビア語の部分かおるが、ペルシア語の部分で「何物も」と訳した部分には、原文で明らかに

（LSJ玲　）の文字が読み取れる。その他には、28個のアラビア文字アリフ・バー・ターにな

い文字は使用されていない。

　この碑文に現れる二人の支配者のうち、ビール・アフマドは⑧碑文にその名が見えるスル

ターン・ムハンマドの子、イブラーヒームの息子であり、1464年にイブラーヒームが没した

後、一時オスマーン朝を頼り、その援助により支配権を確保した人物であった。ところが、

その後一転してオスマーン朝との関係は悪化し、オスマーン軍がカラマン領に侵攻してコンヤ

を占領、ビール・アフマドは1469 －70 年に、当時オスマーン朝と対抗関係にあった、東部

アナトリアから西部イランにかけて大きな勢力を持っていたトゥルクマーン系のアク・コユン

ル朝の君主、ウズン・ハサンの許へ亡命したとされる。（前掲i. H. Uzuncarsili. Anadolu

Beylikleri.s.31－3）この後、カラマン・ベイリクを支援するアク・コユンルのウズン・ハサ

ンとオスマーン朝の「征服者」ムハンマド（メフメト）２世との間でおこなわれたのが、1473

年８月のオトルクベリ（バシュケント）の戦いである。この戦いで、アク・コユンル＝カラマ

ン連合軍はオスマーン朝に大敗し、カラマン・ベイリクはその10年後に実質上滅亡する。　こ

うした末期の危機的な状況の中で、ニイデの町に残されたものが、通称スングル・ベイ・

ジャーミウの入口上方に掲げられた碑文⑨である。

　この碑文の中で、カラマン・ペイリクのビール・アフマドとカースィムについてその両方に

「バーン」という称号が付けられ、また「スルターンの子のスルターン」なる修飾語が付けら

れていることは注意を要する。それまでのセルジュク朝やカラマン・ベイリクの時代には、こ

れまでいくつかの例を挙げてきた碑文の表現が示すように、支配者の名前に、遊牧民の支配者

を意味し、トゥルク＝モンゴル的な長い伝統を有する「バーン」という称号は用いられていな

かった。しかるに、カラマン・ベイリクの末期に属する時代に作られたと思われるこの碑文の

中でカラマン・ベイリクの支配者二人には、突如として「バーン」の称号が付せられ、その上、

彼らの祖先であるカラーマーンの名前にまで「バーン」号が見られるのである。この突然の

「バーン」号の付与は、いかなる歴史的な背景に帰せられるのであろうか。

　筆者の考えでは、カラマン・ベイリク時代末期の碑文に現れる「ビール・アフマド・バー

ン」などの表現は、「スルターンの子のスルターン」という表現と同じく、同時代のオスマー

ン朝の碑文に現れることから、その影響を受けての結果ではないかと思われる。筆者のこれま

での調査によれば、オスマーン朝時代の碑文で「バーン」号が最初に付せられるのは、ムラー

ト１世（在位1360－89）であり、同じくオスマーン朝のスルターンが「スルターンの子のス

ルターン」と称するのも、同じくムラート１世の時代からである。（これらの碑文の実例にっ

-
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いては、拙稿「イスラーム世界の市場についての一考察」2004年度追手門学院大学共同研究

『研究成果報告書：アジアの市場（いちば）の現状と背景－ヒトとモノの出合いと交流

-』2005年３月、53頁、及び拙稿「ファーティフ・スルターン・ムハンマド時代のふたつ

の碑文」『アジア文化学科年報』8、2005年11月発行予定）同時代のオスマーン朝のスル

ターンたちが碑文などで「バーン」を称し、「スルターンの子のスルターン」と名乗っていた

とすれば、彼らと競合関係にあったカラマン・ベイリクでもそれに対抗して、同じ表現を用い

ていた可能性が強いと思われるのである。

　碑文の中に出てくる、「銃や砲弾丸、戦いの税」及び「羊のクプチュール税」についても歴

史的な解説が必要であろう。 15世紀には西ヨーロッパで銃が実用化され始めており、銃の

性能向上と大量生産がその後の世界史の展開に大きな影響をもたらすことになるのであるが、

中部アナトリア、ニイデの町のジャーミウの人口にひっそりと残されたカラマン・ベイリ

ク時代の碑文に、早くも銃（s､Jaj ）や砲弾丸（心メ/ ）のような轜吾が現れ、それらに

ついての税金まで存在していたことを窺わせる内容が記されていたというのは、筆者にとっ

て少なからざる驚きであった。それに劣らず筆者を驚かせたのは「羊のクプチュール税」

(f^しJφ）という表現である。これは、モンゴル時代の、元来は家畜にかけられる税金

のことで、モンゴル時代の代表的な歴史書である、先にも名を挙げたラシードゥッディーン

のかjl夕どl^のモンケ（ムユンケ）・バーンの時代の記事では、クーブチュールは羊、ヤギ、

牛など「同一種の家畜100頭につき１頭を徴収することが定められた」家畜税のことである。

（^£､・。e.^・一・-じμJJ-'''－校訂本、845頁）この記事は、650年ラマダーン月下旬（1252.

11.25－12, 4）のことと考えられるので、ニイデの碑文に現れる「羊のクプチュール税」はそ

れ以来220年近い時間を隔てて出て来るのである。モンゴル時代のクーブチュール（コプチュ

ル）税は、その後「人頭税」として、遊牧民のみならず、農民からも徴収され、イルハン国の

税制素乱の原因となり、ガーザーン・バーン時代にその改革が実施されたことが知られている。

（本田実信「ガザン・ハンの税制改革」『モンゴル時代史研究』所収、東京大学出版会、1991.

参照。）

　前掲⑥の解説で援用したペルシア語の著者不明『セルジュク朝史』には、イルハン国のゲ

イハートゥー・バーン（原文では心U j≒S ）の代理としてルームへ派遣されたタシュ

テミュル（つJ-'μ山）なるモンゴル人は、セルジュク朝の国都コンヤに入ると、「財産没収

（胎山一）やクブジュール（よ分^ ）により人々を苦しめた」（写本90頁）ことが記され

ている。この記事は692年ムハッラム月29日（1293.1. 9）と693年タウバの月（「懺悔の月」

の意味。この史料の現代トルコ語訳をおこなったF. N. Uzlukによれば、「ジュマーダーＨ月」

のこと。現代トルコ語訳65頁）５日（1294. 3. 5 ）の開に置かれているので、この時期にコプ

チュル税がアナトリアに導入されていたことがわかる。

-
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井　　谷　　鋼　　造

お　わ　り　に

　以上、本稿では、アナトリア中部の町、ニイデで筆者自身が調査できた、13－15世紀の歴史

的な内容を持つと思われる碑文や銘文９点を時代順に提示、翻訳、解説しながら、紹介してき

た。これまでの本稿での考察をもとに、以下の３点をまとめておきたい。

1.本稿で取り上げた碑文や銘文については、現在のそれらを取り巻く文化的、社会的引犬況

　を考慮すれば、贋作や偽刻の可能性は考えにくい。現在のトルコ共和国では、1928年以来、

　トルコ語はラテン文字アルファペトで書き記され、アラビア文字は特別な教育を受けた人で

　なければ読めないという状況かおる。目の前にアラビア文字の重要な内容を伝える碑文や銘

　文があっても、現在のトルコの大部分の住民にとっては、その内容が理解できないのである。

　それが歴史資料から一般の国民を遠ざける原因ともなり、文化伝統の断絶を生んでいるとも

　言える。そのために13－15世紀に特有のアラビア文字書体で碑文の贋作や模刻を作成する

　ことは容易でなく、贋作や模刻の作成を必要とする経済的な理由なども思い当たらない。ま

　た、歴史的な文化遺産としての碑文や銘文は貨幣などを除いて、容易に持ち運びできないし、

　そもそも碑文や銘文を目にするのは、博物館や必ずしも保存や改修・維持が行き届いていな

　い歴史的な建築物そのものに残っている場合が多い。これまで何度かアナトリアで調査をお

　こなってきた筆者自身の経験と直感、および、このような現在のトルコ共和国の文化状況を

　考え合わせると、今回本稿で取り上げた碑文や銘文の中に、贋作や偽刻はないと、思うので

　ある。

2. 13－15世紀アナトリアの碑文や銘文は、アラビア文字の、アラビア語もしくはペルシア

　語で刻まれており、現在のトルコ語につながるトゥルク系のことば、具体的には、オスマー

　ン＝トゥルク語（オスマーンル）はまだ使用されていない。オスマーン語が使用され始める

　のは16世紀になってからである。⑤、⑨のような、部分的にもペルシア語のテクストを含

　んだ碑文は、アナトリア全体を見渡しても量的に少なく、珍しい例である。

３。①、②、③、④、⑤、⑥のように、碑文に現れる固有名詞が、他の書物（写本）となっ

　ている歴史資料の記述内容と対照・校合できる場合には、碑文の記述内容がもつ歴史資料と

　しての価値が高まる。具体的にそれらを挙げることができなかった、⑦、⑧、⑨のような

　碑文からも、書物になった史料の記述からは知られない新たな歴史の側面を示唆するような

　記述を発見することができる。まさにそれこそが、碑文や銘文を歴史資料として活用できる

-
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トルコ共和国ニイデ市内にある西暦13－15世紀のアラビア文字碑文

大きな意義なのである。

　本稿で紹介された碑文や銘文そのものが伝える内容は、断片的で、しかも定型文が使用され、

豊富で詳細な内容が盛り込まれているわけではない。また、それらの内容も、本稿によってす

べてが明らかになったわけではないが、アナトリアには、他の多くの町にもこのような碑文や

銘文が多数残されており、時代を区切ってそれらの網羅的な比較研究を行ない、碑文の伝える

内容を他の歴史資料と付き合わせることによって、アナトリアの、ひいては西アジアの歴史の

展開をさらに綿密に検討することが可能になるのではないか、と筆者は考えている。

　（本稿の原型は、2002年５月25日に、京都大学文学部羽田記念館（現在は、ユーラシア文

化研究センター）第48回講演会で、筆者が「碑刻資料から見た13－15世紀のアナトリア

ーニイデの町を中心にｰ」と題する講演を行なったことにある。その後関連資料などを

収集、調査し、今回本稿であらためて発表することとなった。」二記の講演の機会を与･えて下

さった、トゥルク・ウイグル文献言語学の世界的権威であり、羽田記念館の主事、京都大学大

学院文学研究科教授、庄垣内正弘先生と講演会の際に、貴重なご意見を賜わった参加者各位に、

心より謝意を表したい。）
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